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A2．
・呼吸とは、肺で酸素を取り込み、二酸化炭素を排出することです。
この呼吸をコントロールしているのは脳です。寝ているときなど意識しなくても
呼吸をしているのは脳（脳幹）が働いているためです３）。酸素を使っても動脈
血酸素飽和度（SpO2値）が上昇しないときは、呼吸回数が減っているまたは呼吸
が浅くなっている可能性が考えられるため、呼吸器またはアンビューバッグなど
で呼吸を補助する必要があります。

・呼吸器は全面的に呼吸を補助する場合と、一部分助ける場合があります。
アンビューバッグは用手的に肺に空気、酸素を送るときや自発呼吸が浅くなった
時に使用したり、人工呼吸器を外して気管内吸引をした後など肺を再度膨らます
時に使用します。


